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§１．研究成果の概要   

 

本研究では、2020 年度までに「タスクを横断した音の事前学習」方法の確立を目指して

います。具体的には、音声を解析して話者が誰かを認識する「話者認識」と、環境音を解析

して何の音かを認識する「音響認識」の２つのタスクを同時に解くための方法を研究してい

ます。 

2019年度(後期半年間)では、話者認識の評価実験フレームワーク作成をおこないました。

これはインターネットから収集された、約 100 万の発話データからニューラルネットワー

クを学習し、話者の特徴を抽出するものです。上記の目標達成のための要素技術にあたりま

す。また、フレームワーク作成と並行して、話者照合向けの新たな学習方法を設計しました。

具体的には、ResNet18/34と呼ばれる画像認識向けのネットワークを、話者照合向けに改良

した上で、メタ学習セットを用いた新たな最適化手法を提案・実装しました。本成果に関し

ては、現在、論文をまとめている段階です。 
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